
大学評価担当者集会2012（全体会・分科会）

No.
分
科
会

良かった点 悪かった点 来年のテーマ
その他意見・要

望等
属
性

60 II 4

61 II 4

非常に役に立った。できればもう
一つくらいの分科会にも参加した
かった。

大学で具体的に
どのように自己点
検評価を行って
いるのか実感で
きた。

関

62 II 4

全体的には満足です。時間的に
丸一日で演習したかった素晴らし
い内容でしたので、肯定的な意味
で「やや」にさせて頂きました。

実務・演習を通じ
た研修で、次に
つながる情報・ス
キルを身に付け
させてもらいまし
た。

会場の都合もあ
るのは重々承知
しておりますが、
出来れば、スク
リーンに対して横
向きにすわる事
が出来れば・・。
背中にあるのは
ちょっとつらかっ
たです。

参加料なく、運営
頂いて感謝で
す。ありがとうござ
いました。

私

63 II 5

大学評価業務の歴史、意義、課題
点などが聞けて、業務あたる際の
参考になった。
また分科会はシュミレーションで体
験できたこと、他の人の考えや意
見が聞けて参考になった。

64 II 5

評価をする意味を少しみつけたよ
うに思いました。"何故やるのか"を
忘れずにこれから取り組みたいで
す。
（具体性のなさは大きな課題だと
思った。）

実はもっとおカタ
イ会かと思ってい
ました。
そんなことがな
く、エネルギッ
シュな方々ばかり
で、意欲的に参
加できました。
「元気のでる評
価」という言葉
が、とても心にの
こりました。
大学（学生、教
員）が元気になる
評価を志したい
です。
小湊先生のワー
クショップがとても
よかったです。お
話が聞けてよ
かったです。

もっと評価につい
て学びたいと思
いました。来年も
ぜひ参加したい
です。

国

満足度と選択理由
（5:満足、4:やや満足、3:どちらともい

えない、2:やや不満、1:不満足）

20

3

満足

やや満足

単位：人

回答者すべてが「満足」もしくは「やや満足」と

回答している。具体的には、評価書作成の着眼点を

学べたこと、グループワークで評価に関する視野を

広げることができたこと等が挙げられた

第二分科会の事後アンケートの結果
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No.
分
科
会
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その他意見・要

望等
属
性

満足度と選択理由
（5:満足、4:やや満足、3:どちらともい

えない、2:やや不満、1:不満足）

65 II 5

事例をもとに実践ができ、経験・実
感しながらできたため、わかりやす
かった。

具体的な、現実
性のある議論が
でき、問題点、注
意点等がよく理
解できた。

分科会でも各班
のまとめた紙も全
部目を通した
かった。

評価指標の設定
について

66 II 5

評価書の見方についてグループ
の方から意見をいただき、視野を
広げることができました。また、初
心者の私でも取り組みやすいよう
課題設定していただいたことも有
難かったです。

他の分科会との
つながりを全体
化で見えたのが
良かったです。
評価の目的を
しっかり考えるこ

ないです。 来年は第一分科
会のような内容の
ものに参加でき
ればと思います。

公

67 II 5

グループ別のワークやディスカッ
ションを通じて、理解を深めること
ができた。また、講義や他の参加
者の視点により、視野が拡がった
ように思う。

68 II 5

事例を使用して、改善されるべき
点を議論することで、他の参加者
の意見が聞けたので、勉強になり
ました。所属大学での実務におい
ても、今回学んだ評価のチェックポ
イントを意識して評価していきたい
と思います。

他の分科会につ
いての活動報告
があった点が良
かったです。より
高度な内容の分
科会といかに関
連しているかが
明確になりまし
た。また、交通情
報の資料が準備
されていて助かり
ました。

最後の全体会で
の討論がもう少し
内容を事前に共
有して頂いてス
ムーズに話すと
わかりやすかっ
たかと思います。

企画（計画）と評
価との整合性に
ついて

国

69 II 5

評価に関わる業務に就いてまだま
もないですが、評価を行うにあたっ
ての注意点等を学べました。特
に、言葉の捉え方が人々によって
全く異なることが実感できたので、
学部・研究科等への依頼・照会の
際は気をつける必要があることが
わかりました。

今、業務に携
わっているため
のみならず、中・
長期的にも役立
つ内容となって
いたのが良かっ
たです。

70 II 5

評価においての記述の問題のポイ
ントがよくわかった。

評価と目標・計画
との連携、もしく
は評価結果のア
クションへの反映
の問題を理解で
きた。

時間が短くフロア
との討論が不十
分と感じた。

大学の年度計画
の達成度評価を
大学構成員の多
くが見ていない
現状があるように
思う。評価結果の
共有のための方
法論や工夫を知
りたい。

国

71 II 5

自己評価書のチェックポイントの勉
強になった。

レベルが３段階
の分科会があり、
参加しやすい。

机の（椅子の）配
置を、講師の話
を聴きやすい向
きにしておいてい
ただければ首が
痛くないです。

72 II 5

具体的な例で評価書の問題点を
チェックすることで、どのようなこと
に注意して資料集めや文書を書く
必要があるかよくわかりました。

国

73 II 5

・少人数グループで自身の意見の
評価を受けることができた。
・基本的な質問を参加者に投げや
すかった。

少人数のグルー
プ討議

・開催場所を１年
前に表明してほ
しい。（交通費の
予算どりが困難
でした）
・全体会におい
て、他の分科会
がどのような議論
をしているか詳細
に分かっていな
いので、若干つ
いていけないとこ
ろがあった。

データの収集方
法、保存方法
（Databese等）

初学者にとっても
分かりやすい、参
加しやすい会で
した。
大変勉強になり
ました。誠にあり
がとうございま
す。 私
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No.
分
科
会

良かった点 悪かった点 来年のテーマ
その他意見・要

望等
属
性

満足度と選択理由
（5:満足、4:やや満足、3:どちらともい

えない、2:やや不満、1:不満足）

74 II 5

一見すると問題のないような報告
書でも様々な穴があるのだというこ
とを、具体的事例を用いて体験で
きたことは大変貴重な機会となりま
した。

あらゆる点にお
いて準備が周到
で、流れに乗りや
すかった。

私

75 II 5
予想した以上のレベルで、今後の
評価実務に大いに役立つものに
なったと思う。

76 II 5
どういった点に着目して評価書を
見てゆく、あるいは作成していけば
よいか、つかめた気がします。

77 II 5
評価書を分析する上でのヒントが
得られて大変勉強になった。

78 II 5

初心者なので、指摘すべき点が見
つけやすくなっている点はありがた
かった。同時に、中級程度のことも
少し入っているので勉強になっ
た。

およその年数に
分けた班で分科
会を行っていた
ので、発言しや
すかった。

分科会で先生が
説明に使った資
料を（事後でもよ
いので）もらえる
とありがたいで
す。

国

79 II 5
「評価」とはどういうものかイメージ
できるようになった。

80 II 5

評価の視点をていねいにわかりや
すく説明していただき、大変役に
立ちました。

最も基本的な考
え方をご教示い
ただき、納得でき
ることが多々あり
ました。ありがとう
ございました。

要領がわかるま
で、ちょっととまど
いました。

私

81 II 5
基本的な評価方法、捉え方等、学
ぶべき点について理解を深めるこ
とができたため。

82 II 5

具体的な事例を取り上げながらの
分科会で、とても実践的だった。他
の班の方の意見も大変参考になっ
た。

国

※属性について 国：国立大学、公：公立大学、私：私立大学、関：関係機関

　　　浅野（神戸大）、佐藤（福岡大）
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88 
 

アンケートのお願い 

 

本日は、ご参加していただき、ありがとうございました。来年度以降も継続的に大学評価担当者集会を

企画しております。つきまして、ご参加いただいた分科会及び全体の集会に対してご意見をいただければ

と思います。ご協力よろしくお願いいたします。 

 

１．ご参加された分科会について、おうかがいします。 

（１）．どちらの分科会に参加しましたか。該当する番号に丸をつけてください。 

 

① 第一分科会 ② 第二分科会 ③ 第三分科会 

 

（２）．参加された分科会の満足度について、該当する番号に丸をつけてください。 

 

①満足 ②やや満足 ③どちらともいえない ④やや不満足 ⑤不満足 

 

（３）．（２）で回答された理由をお聞かせください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．大学評価担当者集会全体を通して、以下の点に関するご感想・ご意見等がありましたらお書きくださ

い。 

良かった点 

 

 

 

悪かった点 

 

 

 

来年に取り扱って欲しいテーマ・内容等 

 

 

 

その他ご意見・ご要望等 

 

 

 

＊以下は無記名でも結構です。 

ご所属（         ）  お名前（           ） 


	第二分科会アンケート
	_07_アンケート最終版（分科会版）

